

































































３年 ６ ９ 12 15 18 21 24 27
（　単　位　：　％　）
相対的貧困率 12.0 13.2 13.5 13.8 14.6 15.3 14.9 15.7 16.0 16.1 15.7
子どもの貧困率 10.9 12.9 12.8 12.2 13.4 14.4 13.7 14.2 15.7 16.3 13.9
子どもがいる現役世帯 10.3 11.9 11.6 11.3 12.2 13.0 12.5 12.2 14.6 15.1 12.9
　大人が一人 54.5 51.4 50.1 53.5 63.1 58.2 58.7 54.3 50.8 54.6 50.8
　大人が二人以上 9.6 11.1 10.7 10.2 10.8 11.5 10.5 10.2 12.7 12.4 10.7
（　単　位　：　万　円　）
中　央　値　（ a ） 216 227 270 289 297 274 260 254 250 244 244















































































































































































































































































り、 例えば、 学力、 非行、 暴力・虐待、 病気、 障害、 不登
校、 不本意な労働等がある（e.g.阿部 2008：2‒17；2014：
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